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林業機械の効率的作業技術
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元機械化部作業科長 中 衬英石(退喊)

I!試駿目的

林業檢域作業技術はパランスがとれている必要があるが,実際は意外に多くの技術的盲点が未 

解決あるいは解決不十分のせすに故贸されており,それが作業の能率や安金性をそこなっている 

ことが少なく左い。たとえば冀材檢作業に为いては,索道のための静荷3Uて近い負荷を前提とし 

た混密:のみによって設計が行なわれて公り,集材檢で駆動される作業索がむしろ主索にをるべき 

ことが忘れられているcまた主荣に対する多くの研究は進んで火りながら それを固定する根株 

アン力の強度については十分な調査がなされていなかった。ガイドブロックの使用技術に関して 

も,意外に大き左盲点が残されていた。さらに,チェンソー作業に歩いても,実用技馬の立場か 

ら見ると,多くの重要なことがらが夹は未知のせまに左っていて,部分的に深く進んだ研究との 

間に大きなアンパランスをかかえていたcこのように多方面に分散した多くの重栗課題を解決し 

ていくためには,作業现場を中心として多くの人坎 経費,時間を投入しなければなら宏いあ 

央悄はそれが非常に困難であったので,とりあえず問也の所在を具体的に搓示できることを主目 

的とした調査とL,営林署や府県試験研究機関との溯隽をとりプロジェクトリーデンダを行なっ 

て,成果の確認と内容の充実を図ったc

皿試験の経過と得られた成果

根株アンカ強度の実態邱査については,昭カ六柴の資料を含めて取りまとめを行ない,従来非 

常に朱、くれていたこの部而に対し,地域ごとに樹検別の根株使用慕やとなるべきものの原案を作 

艘発表したほか,根株アン力が破壊にいたる疾での動作経過を連続写真に記録してあるのを利用 

して,根株の動きを迫跡解析し 根株倒伏破壊のメカニズムをつかむための有力な手かかりを発 

見した。根株残留強度を知る手がかりは簡易な手製の松株傾斜針で十分間に合うことがわかった 

が r塚製の器具として全天候型根株アンカー使斜計をも試作した。

ガイドブロックの脱索防止については,1〇県の林試に対する連絡試験により広城調査を行な 

い,脱索に上るワイヤロープおよぴガイドフソク自体の損傷の重大性と問題点の所在を明らか 

にすることができたのて プロッ"の形状,重さ,重心の位置などに関する具体的な改善策を作 

ってメーカー側に勸告を行左い,改善試作プロックは遂次現場に導入して実用試験を行なった。 

ブロックの使用方法についても改善指針が発見できたので,作業関係の各硼話をどをとおして 

発表し改善を呼ぴかけた。

-10 7-



チェンソー使用技術に関しては,鍋断面穢速度と負荷回転速度を実用技術改善や,そのための 

綢査の基津的な物指しとすることにより,従来とかくつかみどころのなかったチュンソー技術に 

ひとつのよりどころを与えることができた。この2本の柱は連絡試皺や現地指魄 治・よぴメ ーカ 

一側に対する技術的提案を歩こなうに際しても非常にわかりやすく,また帝効でるる。これによ 

って技縁改善に役立つ多くの新州実を発見することができた〇 a・宀パー型のチュンの上刃目 

立角と,材の硬軟の関係には,カッターの側方への圧消によるチュンとパー溝との間の摩擦カ:大 

きく影唇することがわかり,オイルをチスンにう度く釆せることカ:できるかどうかが意外に施：大 

な技術要素に左ること力:わかった。

以上の詳細については次のものに発表してある。

中村英石:林郊&械の効果的作業技福,林業釦紳研究報告第2 2 5号,(19 6 9 )
左お次の林瞰関基にも発表した°

中村英硯:機械作業の盲点発掘,わかりやすい林業研究解脱シリーズ№3 5, B本林業技術® 

会

中村英硯:集財・阳作業の問題点,撒披化林業Na18 4, №18 5, Na18 6,林燃揪械化期会
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国有林苗畑における土壌線虫 

被害の実態調査と防除
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